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80t 塔 型 水 平 引 込ク レ ー ン

80t Tower Shaped LevelLu伍ng Crane

大 野 桝* 原 政 次*

内 容 梗 概

今回三菱日本重工株式会社横浜造船所に納入した80t船台用クレーンはスイングレバー型水平引込ク

レーンで,主巻80tの外に40tの補巻を有し,従来2台のクレーソで行なっていたブロックの裏返し作
業は,この補巻を使用することにより1台で行うことができる｡

各動作用電動機の操作回路は110V直流とし,制御器はユニバーサルまたはレバーハンドルを用い,

運転の簡易化によって運転手の労力の節約を計った｡

ストレーソゲージを利用した転倒防止装置を設けたはかいろいろの安全装置をそなえており,電気的

互鍾も完全で,誤操作の起らぬようにして,安全運転による作業の能率化を計った｡ブロックの着床時

に必要な低速をうるために,巻下し速度制御ほ,主巻においては発電ブレーキ式･禰巻においてはCF
制御式を採用している｡

本機はこの種のクレーンとしては我国最大であるが今後大型船の建造が盛んになれは･この程度の巻

上能力をもつ造船用クレーソの需要はますます増えるものと思はれる｡

〔Ⅰ〕緒 l::∃

最近海運界の好況に刺戟され,各国は競って新型船の

建造に乗りだした｡我国においても海外よりの大量受注

により各造船所は極度の船台不足をきたし,これが回転

率の向上と,原価低減のため,船台における熔接の縮減

をはかつて,急速にブロック建造方式に 備を切換えつ

ゝあり,このブロックの大きさは30,000t級タンカーで

は40t前後が合理的である｡しかしこれらに附属する臆

装品をも組立工場内で取付けるとすれば,この重量ほ優

に50tを超え,さらにある部分では船体の構造上約釦t

のブロックになる場合が起る｡したがって従来の50tク

レーンでは2台で共才一ilりをせねばならない｡

タンカーはさらに大型化する傾向にあり,すでに圏内

においても一部の造船所では45,000t級のタンカーの

水を見ている｡かゝる折柄三菱日本

船所より,主巻80t,補巻40tという

工株式会社横浜造

邦最大の船台用

クレーンを受注し,今回掘付完成を見た｡

本機はかくのごとく取扱能力において本邦最大である

のみならず,ブロックを1台のクレーンで 返しするた

めの共吊用補巻装置を持つこの桂のクレーンとしては初

めてのものである｡
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第1図 80t 塔 型 水 平 引 込ク レ ー ン

Fig.1.80t Tower Shaped LevelLufnngCrane
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第2図 80t塔型水平引込クレーン

第38巻 第9号

輪重

作業時静的(Z抱擁～の風圧を含む)〟イリ輪
非作業時(ブーム最大半径ほて前石より脇zの風圧けて)β凪/輪

Fig･2･80t Tower Shaped LevelLu伍ng Crane

(2)機能概要

本機は第2図のごとく全高74mにもおよぶ大型の,い

わゆるスイングレバー型水平引込クレーンである｡

この種のクレーンは従来からほかの用途には使用され

ていたが,最近に至り,従来より造船用としておもに使

用されている塔塾クレーンにくらべてすぐれていること

が,造船界に認められ,この方面に急速に普及しつゝあ

る｡

この特長として

(1)

(2)

(3)

(4)

旋回部分の受風面積中心が低い｡

機体が軽量である｡

共吊りをする際便利である｡

後部半径が小さい｡

などで,(1),(2)の特長ほ作業時輪垂が軽くなるから

基礎工事費を軽減することができる｡特に本機は既設の

走行軌条に.既設クレーンの数倍の能力を有するクレー

ンを設置せねばならぬ実情から,これらの特長を十分生

かして設計製作されたものである｡

本機の各運動ほ各々単独の電動機によって駆動され,

第3図 運 転 室

Fig.3.Operator's Cab

制御器のハンドルはすべてレバー式で,110V直流によ

る間接制御方式とし,特に旋回と引込および主巻と補巻

はユニバーサルハンドルとして,各々1木のハンドルで

操作できるため,運転手がハンドルを持ち変えないで操

作できるようになっている｡

法規にさだめられた安全装置はもちろんのこと,アン

㌻ノ
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第4国 主巻上装置

Fig.4.Main Hoist

カおよびレールクランプなども完備し,機全体の安定に

対しては特に意をそそぎ,ロードセルを利用した過負荷

による転倒の防止装置を具備しており,誤操作による事

故の絶無を期すとともに,安全運転による高能率化を計

ってある｡

同一軌条を る既設クレーンとの関係から,トロリ線

より本機への給電は200Vであるが機内の 濾は変圧紺

を置いて,400V に昇圧する異例の方式とした｡このよ

うにすることによって,制御装置ならびに機内配線を小

型かつ経済的に製作することができた｡

(3)巻上装置

この程のクレーンの主巻上ロープは級数の少い程理想

的であるが,太いロープは取扱いが困難なので,本機で

は比較的細い物を8本懸とし,なお不 の災害による部

分的な損傷のため,長大なロープを取換えねばならぬ不

経済さを考卑,さらにロープ相互の撚れ合いを防止する

ために,左右撚り各2本,合計4本の32¢フィラロープ

を使用している｡これら4本のロープは2箇の鋼板製巻

胴により,1棚寺に巻上げる方式で,他端はェコライザを

介して弟5図のごとく転倒防止装置用ロードセルに

させている｡

巻下速度制御は発電ブレーキ式を採用し,全村

も安定した微

結果のごとく｢1ノ

ある｡これは舞る図の

ッチ■1では`

時で

鮫

動巻下時の5%以下の

速度となりきわめて良好な成績を示している｡

本機ほ前述のごとく80tの能力を有しているが,軽荷

重の場合には 度を速くして荷役能率を向上できるよう

に考慮されている｡この 度切換はジョークラッチを2

台の押上機を交互に作用させて切換える構造である｡

操作は 転室 内の操作開閉器によって行い,表示灯に

よって切換状態を

を設け,切換中ほ

示 させてある｡また電気的互鍵装置

転ができぬようにするとともに,

込 ク レ ー ン

第5図 ロードセル

中央のリード線のついるのがロードセル

Fig,5.Load Cell

笹下速度と制御呈ノッチ瓜置
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第6国 主巻装置における巻~F速度線図

Fig.6.I.owering Speed of Main

Hoist with Load

巻上運転中ほ切換操作が行なえぬようにして,誤

1167

作に

よる危険を防止している｡なおこの切換はクレーンが無

荷重の場合に行うものである｡

第7図a～b(次頁参照)はこの動作説明図である｡

a図は高速

場合は

転の状態を示す｡これを低速に切換える

転室にて 作間閉器を低 側に切換えると,ク

ラッチが低速側に入り,リミットスイッチが作用して押

上機の電源を断つと押上機は下降してキーはセクいレの
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(a)

低速 高速

伸上機

切躾蘭開基
(47〟〟)

第7図

(b)

(c)

巻上速度切換装置動作説明図 Fig･7･MotionofHoistingSpeed-ChangeGearing

第8図 巻 上 速 度 切 換 装 置
Fig･8･Hoisting Speed-Change Gearing

低速側溝に入り切換えを終る｡b図ほ低速側から高速側

に切換える運動中で,キーがセクレレの清から外れた所

を示す｡C図はこれの結線図であり,弟8図は外観図で

第9図

Fig.9.

禰 巻 上 装 置

Auxiliary Hoist

ある｡(特許申請中)

補巻上装置用ロープは主巻との互換性を考え同一仕様

のもので,左右撚り各1本を使用し,1箇の鋼板製割同
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で,同時に両ロープを巻上げる方式とし,他端はエコラ

イザシープを介して鉄骨部に取付けてある｡

巻下し速度制御はCF制御(1)を採用し,従来のメカニ

カルブレーキよりすぐれた性能を発揮している｡すなわ

ち全負荷巻下時には電動機の回生制動による高速運転と

し,かつ電動油圧押上機ブレーキによって安定な低速運

転も可能で,主巻との共吊においても容易に運転できる

ように制御器はユニバーサルハンドル1本で主巻補巻を

操作でき,主巻との共吊りを優にするためフックの移動

軌跡も水平になるように考えられている｡

(｣)引込装置

ブームの一部に坂付けたネジ軸と,これに噛合う大型

ナットおよぴナット駆動装置より構成され,この大型ナ

ットを回転させてネジ軸を出入することにより,ブーム

に僻仰運動をあたえ,スイングレバー

ならびにロープの懸け方によって荷重

の水平引込を行う装置である｡ナット

駆動装置は直交する2軸にてささえら

れているのでネジ軸先端のいかなる方

向への移動に対しても順応できる構造

とし,ネジ軸そのほかに無理を生じな

い｡

引込動作の起動停止時における荷重

の振れはいちじるしく作業能率を低下

させる｡これに対して従来は運転技術

によって補っていたが,本機はCF制

御方式を採用して,この欠点を解決し,

同時に半径の両極限にもこれを利用し

た｡すなわちリミットスイッチは前後

とも2段動作とし,1段目を極限の約

2m手前で動作せしめ,自動的にCF

制御を行い,引込速度を低速におとし

て惰力による滑りを最小限に止め,2

段目停止リミットが動作した場合,ネ

ジ軸両極限に設けてあるストッパーに

衝突することを極力さけた｡

(5)旋回装置

旋回部分の重心の偏心や荷重そのほ

かの外力によって生ずるモーメこ/ト

は,ポスト上部に設けた水平方向のロ

ーラの転動するローラパスと,下郡の

フートベアリングで受ける｡

フートベアリングには水平荷重を受

けるためのプレンベアリングと,旋回

部分の重量を受けるためのスラスト用

シリソドリカルローラベアリングを有

第10図 引込駆動装置

Fig.10.Lu伍ng Device

J亡チエンプロ･ソク

/肝エラプロ･ソク
一｢~甲

拡声冨
1 ｣l ユ 】l/ l /l r

L[:三 箪l

rl 什Il■■■lt F 11+/

｣l`'■｣l ]プ｣

′亡｢

-■■＼＼酵
珊J笥ン＼句｣ ＼於＼__

ノ灯
＼l †＼＼ 〟l

ミ::L

う

＼
/

_尊ン/

感受

/h

､＼

/ J

翫麒
漕

JJW直言兼発電増 訂抑譲導電軌礫 ∬JW直流発電楼
三等発電ブレーキ用

-≡か

静
L 上策置

上

整
はヨ

壬
琴
⊂】
l
ブー
工

ト

所

鞄

亀
＼ `咤=

速 示′

巳巨.】_毒∃■岳ヨゝ呂臣∃r蓼 静

巻L速度t

インン

発
■ケ一夕ー
信芸

荷妄言十ケ瑠
拡声勇更接 引 硝 圭 発信

芸造芸 霊感霊
[r一一

挟間聞置//
押釦]スイlリチ

一乗才鞘ロスイッチ

第11図 旋 回 部 分 配 置

Fig.11.Arrangement of SlewingPart
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第12図 フートベアリング

Fig･12･Foot Bearing

日 立

する｡ポストとフートベアリングの攻合ほボールソケッ

トにし鉄骨部分の歪をここで除去し,ベアリング部分に

無理の掛からぬ構造である｡従来はこの部は,テーパロ

ーラを用いていたが長年月の使用中に箇々のローラのス

ラストにより保持器およびローラ白身にも損傷を起すた

め,シリソドリカルローラとした｡

駆動装置ほ第一段ウオーム,第二段スパー,第三段ピ

ソギヤーの減速で,ウオームホイルには不慮の惰性によ

る衝撃力を緩和させるためにコーン型摩擦技手を設けて

ある｡第二段スパーギヤ一には暴風時ブームを無理なく

風下に流して,輪重を軽減するばかりでなく,安定性を

良くするために,ウオームギヤーと切離すようにジョー

クラッチを設けてある｡(実用新案第393955号昭和27年

第38巻 第9号
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第13図 旋 回駆動装置

Fig.13.Slewing Device

6月登録)

ブレーキは足踏油圧式で,運転室から任意に操作する

ことができる｡

(d)走行:装置

各脚に1台合計4台の50kW電動機により,スパー

ギヤー3段減速で全車輪数64輪の半数すなわち各脚8輪

づつの車輪を駆動する｡従来の大型電動機1台のものに

比べて,予備品も小型のもの1種類で足り,また大きな

べべルギヤーも,太いスケヤリングシャフトも必要とし

ない構造である｡

走行軌条が既設である関係でクレーン容量に対して比

較的狭い径間である上,輪重にも作業時1輪当り20t以

下の制限があるため,車輪数を64輪としたがこの仕様の

クレーンを従来の塔型クレーンで置きかえればこの事輪

数では到底応じきれない数値である｡

(7)保安装置

本機の保安装置として過巻防止装

トホイルベース〃珊

卜

･■･【 i -

~~~

f l † l l l l

J 竿コ 丁

第14国 連 行 装 置

Fig.14.Travelling Device

置,過負荷防止装置の 倒転にカほ

を防ぐため,転倒防止装置を有してい

る｡その外観は弟相国のごとくで,そ

の半径に対応した規定荷重の90%で

警報を発しさらに規定荷重をこえた場

合は巻上電動機を停止する｡あるいほ

荷重を吊り押出運動中に,規定半径に

近づいた場合にも,巻上時に準じ

を発し,規定半径になると 動機を停

止させるほか,運転室内において概略

重量も読取ることができる｡

転倒防止装置の原理は,ストレーン
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第15図 レールクランプ用垂錘

巻上装置

Fig.15.RailClamp Winch

ゲージをおさめたロードセルによって荷重を検｢】1L,

れを増幅して指示計ならびにリレーを働かせる｡また旋

回半径ほポテンショメータ式発信者削こよって電気量に変

換し,指示計ならびにリレーを働かせる｡このリレーほ

~官
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第16囲 荷

Fig.16.MomentIndicator

2筒あり,それぞれ荷

1171

および半径の大きさにより転倒

モーメントを積算し,規定値を超えた場合に接点を閉じ

あるいほ開いて,

うものである｡
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第17図 主 回 路 簡 略 接 続 図

Fig.17.Outline of Connection Diagram
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…
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警報の発信あるいは電動機の停止を行･

補巻にほこの装置ほないが,従

台のクレーンで行なっていたブロッグ

の裏返しを行う目的の,いわゆる補助

的存在であるため,必要でないとの考

え方から割愛した.｡

暴風時にほ逸走と,万一前面から風

圧を受けた場合の脚の浮上りを防ぐた

め,クレーン同定装置として,軌条ノブ

向ならびに,上向荷重に対するアンカ

ーをそなえ,作

逸

時の突風に対しての

防止装置には電動レーノンクランプ

をそなえている｡いずれも電気的に走

行電動機と互鍵され,これらが解除さ

れなければ走行できないようになって

いる｡電動レールクランプほ,レール

掴み部と,重錘および重錘巻上装置と

からなり,特に重錘巻上装置は全閉型

として保守の簡易化を計り,リミット

スイチほ重錘によって直接動作する直

動型として動作の確実をきしている｡

引込装置には最大および最小半径に

てリミットスイチを2段に動作させる

よう考慮し運転の安全を計っている｡

また地上より 別できる半径表示器を

設け荷重に対する制限半径が地上の作

業員にもわかるようになっている｡

(8)電気装置

本棟ほ既設の走行軌条に設置され,▲
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トロリ線の電源を200Vに制約されたため,機内におい

て400Vこ昇圧して各制御装置を経て 動機に給 され

ている｡二れは本機が電動機出力総計600kWにおよぶ

大容量のため,制御装置の小型化ならびに 圧降下の低

減を意図したためである｡各機器の接続は弟】7図のごと

くで,走行トロリ線より受 し,それを200kVAx3台

の単相変圧暑酎こよって昇圧し,

係に分けて給電している｡

主巻ほ200kW閉鎖通風塑誘

方向は二次抵抗制御,

走行休閑係と,旋回体関

電動機を使用し,巻上

下方向には別に設けられた15

kW直流発電機によって固定子を励磁して生ずるいわゆ

る発電ブレーキを使用し,荷重着床時の安定した低速運

転を行う

使用し,

とができる｡ブレーキには押上機ブレーキを

れにほ 動開閉器を設けてブレーキが十分に

作用してから発電ブレーキを解除するようにしてあるの

で,停止直前の速度が安定して,きわめて使いやすくな

っている二_ また時限継電器ならびに遠心力開閉器を設け

操作の誤りによって過速する危険を防ぐように考慮して

ある｡

補巻_とは 50kW全閉型 導電動機を使用し,巻下方

向はCF制御を併片=/ている｡

走行ほ 50kW 誘型閉全 電動機4台を苓脚に配匿L

同時運転を行う｡各々の電動機軸にほ抑上棟ブレーキを

設け,制御器にはコースチングノッチを設けで

るので円沼な停止ができる｡.

レールクランプほ3kW電動機で駆動され,重錘を巻

上げることによりクランプを解除し,電磁ブレーキによ

ってこの状態を保持する｡電磁ブレーキの電源を断つと

垂錘i･ま~卜降し,ガバナによって~F降を制限しながら安全

にクランプ作用を発挿する｡この電磁ブレーキほ直流ク

ラッチ塾を採川しているので,リンク機構がなく,焼損

の心配もないため,衝動型リ ツトスイッチ,全閉型垂:

錘巻上袋帯と相まってクランプ装置の信療性をきわめて

高いものにしている｡.

本機の 作ほすべて間接制御によっており,制御盤ほ

直流電源によって操作される｡

運転室には主回路用押釦開閉静,主巻補巻用, 回引

込用および走行用令制御器,巻上速度切換開閉器,なら

びに計器盤をおさめ,1人の運転手によってすべての操

作を容易に行いうるよう配置されている〔′

このほか,地上との 路用として30W拡声装払 警報

用モータサイレンなどをそなえている｡

夜間作 川として,ブームならびにポータル部分に1

kWおよび500W令傲灯の投光器をそなえ,室内灯,椰

子灯なども特にク㌣ナン用字して設計したものを採用し

ている.｡運転室には暖房用として2kW保護型電熱器を

第38巻 第9片

第18図 機 械 室 内 の 配 電 盤
Fig.18.Pannelin Maehine Room

そなえ,これらの電源とLて15kVA

る...

〔ⅠⅠⅠ〕緯

我国遷都闇の現在の

えるべき条件として,大

圧器を

言

設けてあ

恰から,造船用クレーンのそな

容量で輪 の小さいこと｡作業

能率のよいこと.っ後部半径の小さいこと｡などが挙げら

れるが,↑朴三菱日本

まニクレーンは,

たもので,

工株式会社横浜造船所に納入し

これらの条件を考慮に入れて設計製作し

転の成績もよく十分その機能を発揮して

現在80t級のクレーンをさらに2台ほかの造船所1糾す

に製作中であるが,今後急速なブロック建造方式の普及

にともない,各造船所は船台の荷役設備を卯換えること

が,焦眉の急務となっているが,新設されるクレーンほ

すべて軽快な,能率的な,この種のクレーンが用いられ

造船作業の主役をなすに至り,従来の小容量の塔型クレ

ーンはしだいに姿を潜め,新設の塔型水平引込クレーン

が造船技術の而に果す役割は大きなものがあると期待す

る._.
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